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２０２２年１１月１日 

環境・社会課題の解決をめざす国内イニシアティブ 

「インパクト志向金融宣言」への加盟について 

～社会的価値と経済的価値の双方創出に向けたインパクト投融資の推進～ 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）は、２０２２年１１月１日付で、

一般財団法人 社会変革推進財団（ＳＩＩＦ）が事務局を務める「インパクト志向金融宣言」（注1）

に署名しましたのでお知らせします。 

本宣言は、環境・社会課題を解決する考え方（インパクト志向）を共有する複数の金融

機関が協同し、「インパクト投融資」の量的拡大と「インパクトの測定・マネジメント」の

質の向上等をめざすイニシアティブです。 

当社は、今年度、企業ビジョンを改正し、「お客さまとの絆」「地域社会との絆」「働く仲間

との絆」これら３つの絆に、「未来世代との絆」を加え、ステークホルダーとの価値創造を

通じた持続可能で希望に満ちた豊かな社会づくりへの貢献に努めております。 

また、責任ある機関投資家として、経営資源の循環促進による日本経済の持続的成長に

貢献するため、社会的価値と経済的価値の双方を創出できるインパクト投融資を通じ、社会的

インパクトの創出・拡大を推進しております。具体的には、環境省「グリーンファイナンスモデ

ル事例創出事業」の国内初の「インパクトファイナンス」モデル事例（注２）となった「カーボ

ンニュートラルファンド」への出資（２０２１年１２月）や、ＳＦＤＲ第９条（注３）に準拠

し、投資先企業との対話を通じて創出する社会的インパクトにフォーカスしたＥＳＧエン

ゲージメントファンドへの投資（２０２２年３月）を実施しております。 

今般、世界における資産運用のリーディングカンパニーの一つである Legal & General 

Investment Management Limitedと再生可能エネルギー専業のNTR Asset Management Europe 

DACが共同運用する海外再生エネルギーファンド「L&G NTR Clean Power (Europe) Fund」

（以下「本ファンド」）への７０百万ユーロ（約１００億円）（注４）の投資を決定しました。

ＳＦＤＲ第９条に準拠したインパクトファンドである本ファンドへの投資を通じ、経済的

リターンの獲得と同時に、ＣＯ２総排出量削減に対する社会的インパクト創出により、脱炭素

社会の実現への貢献をめざします。 

当社は、引き続き、社会的インパクト志向のもと、社会的価値と経済的価値の双方を創出

できるインパクト投融資の推進を通じ、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 
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【本ファンドの概要】 

名 称 L&G NTR Clean Power (Europe) Fund 

運用会社 Legal & General Investment Management Limited 

NTR Asset Management Europe DAC 

投資対象 陸上風力、太陽光、海上風力、蓄電の再生エネルギー事業 

当社投資額 ７０百万ユーロ（約１００億円） 

対応する SDGs

目標 

 

（注１）「インパクト志向金融宣言」ＨＰ：https://www.impact-driven-finance-initiative.com/ 
（注２）２０２１年１２月６日付報道発表資料「令和３年度グリーンファイナンスモデル事例創出事業に係る

モデル事例の選定について」：http://www.env.go.jp/press/110248.html 
（注３）「ＳＦＤＲ」とは、金融機関に対して持続可能性に関する情報開示を求める欧州のサステナビリティ 

開示規則（The Sustainable Finance Disclosure Regulation）であり、欧州委員会により２０１９
年に採択、２０２１年３月から部分的適用。第９条では運用の特徴のなかでも、ＥＳＧ特性を掲げる
場合、投資目的や投資プロセスの記述において、ＥＳＧへの取組みを表明することに加え、「①持続
可能性を投資目的のひとつに挙げるインパクト投資」「②炭素排出量削減を目的に挙げる投資」の
いずれかに該当すること、運用投資目的に沿った測定可能な目標を設定・開示することが求められる。
当社はサステナビリティ領域に高い知見を持つＳＤＧインパクトジャパンと資本業務提携を締結の
うえ、同社等と共同組成したＳＦＤＲ第９条に準拠したインパクトファンドに投資を実施 

（注４）１４４．０３円／ユーロで円換算（２０２２年１０月１４日ＴＴＭ） 

以 上 


